
第２６回  

「 その１秒をけずりだせ 」 
～ 駅伝・東洋大スピリッツ ～ 

ベースボールマガジン社 
 

 ２０１４年正月の箱根駅伝で、東洋大学を監督就任以来３度目の優勝に導いた著者が、初

めて記す勝負哲学。１１年、早稲田大学にわずか２１秒差で敗れた悔しさを原点に、築い

た信念、意識、戦略とは。駅伝ファンはもちろん、組織を作り、人材を育成するすべての

人に届けたい一冊。 

目次 

第１章 エースに頼るのでなくエースを生かす―２０１３年度シーズン 

第２章 三流選手が指導者に 

第３章 結束―“チーム東洋”の組織力 

第４章 チーム力を底上げする―２００９・２０１０年度シーズン 

第５章 敗戦に学ぶ―２０１１～２０１４年度シーズン 

第６章 挑戦―その先の世界へ 

 

福島県出身の酒井俊幸が、初の自著として記した若き知将の「勝負哲学」と「組織作り」。

野球と駅伝とで競技は異なるが、共通する部分がたくさんあり参考になる。日々選手たち

と向き合う先生方だけでなく、将来指導者を目指す生徒たちにも読んでもらいたい本であ

る。 

 

 

 

 

 

 

白河実業高校野球部顧問 鈴木康雅 


